
　

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
文
法
編
と
読
解
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
法
編
で
は
、
高
等
学
校
で
学
習
す
る
重
要
古
語
、
文
語
文
法
、
古
典

の
常
識
な
ど
の
古
文
読
解
に
必
要
な
知
識
を
ま
と
め
、
大
学
入
試
に
臨
む

に
あ
た
っ
て
の
知
識
の
整
理
が
で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

学
入
試
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
項
を
整
理
し
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

読
解
編
は
、
大
学
入
試
に
対
応
で
き
る
古
文
読
解
力
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
知
識
を
身
に
つ
け
、
古
文
を
読
む
こ
と
に
慣
れ
た
ら
、

多
く
の
古
文
を
読
み
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
い
て
み
る
と
い
う
学
習
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
入
試
に
よ
く
出
題
さ
れ
る
作
品
を
ジ
ャ
ン
ル
別

に
収
め
、
古
文
読
解
の
実
践
的
な
演
習
が
積
め
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

〇
文
法
編
は
、
テ
ー
マ
別
の
ま
と
め
と
演
習
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
テ
ー
マ
ご
と
に
見
開
き
の
二
ペ
ー
ジ
で
区
切
り
が
つ
く
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
学
習
計
画
が
立
て
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
大
学
入
試
問
題
を
解
く
う
え
で
、
多
く
の
人
が
つ
ま
ず
く
事
柄
に
重
点

を
置
い
た
単
元
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
例
文
や
問
題
文
は
入
試
で
よ
く
扱
わ
れ
る
作
品
か
ら
引
用
し
、
出
典
を

明
示
し
て
い
ま
す
。

〇
読
解
編
は
、
入
試
に
よ
く
出
さ
れ
る
作
品
を
選
ん
で
ジ
ャ
ン
ル
別
に
お

さ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
問
で
総
合
的
な
読
解
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
各
回
の
前
半
の
二
ペ
ー
ジ
に
は
基
本
的
な
問
題
を
、
後
半
の
二
ペ
ー
ジ

に
は
よ
り
実
践
的
な
レ
ベ
ル
の
高
い
問
題
が
お
さ
め
て
あ
り
、
段
階
を

追
っ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
各
回
に
入
試
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
テ
ー
マ
を
設
け
、
読
解
演
習
の
中
で

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
重
点
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
各
回
に
つ
い
て
い
る
「
基
本
確
認
演
習
」
で
、
古
文
・
文
法
・
古
典
の

常
識
な
ど
の
知
識
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
本
書
の
ね
ら
い

●
文
法
編

●
読
解
編

「
古
文
Ⅲ
」
の
特
長
と
使
い
方



〇
テ
ー
マ
別
の
ま
と
め
と
演
習
（
Ｐ
4
〜
43
）

重
要
古
語
、
文
語
文
法
、
古
典
の
常
識
を
項
目
別
に
と
り
あ
げ
、
重

要
事
項
を
お
さ
え
て
、
問
題
演
習
で
確
認
し
ま
す
。

⃝

ポ
イ
ン
ト
⃝
…
…�

重
要
事
項
の
ま
と
め
で
す
。
最
低
限
、
こ
こ
に

あ
げ
て
あ
る
こ
と
は
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
あ
げ
て
あ
る
こ
と
を
も

と
に
、
辞
書
、
文
法
書
な
ど
で
知
識
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

 

練
習
問
題 

…
…
…�

各
ポ
イ
ン
ト
の
あ
と
に
あ
る
練
習
問
題
で
、
知

識
を
確
認
し
ま
す
。

︽
解
答
・
解
説
︾（
別
冊
）
…
…�

解
答
例
と
と
も
に
、
詳
し
い
「
解
説
」
と

「
口
語
訳
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

●
文
法
編
の
構
成
と
使
い
方

文
法
編

1　

重
要
古
語
⑴
―
―
古
今
異
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

2　

重
要
古
語
⑵
―
―
同
音
異
義
語
・
混
同
し
や
す
い
語
・
慣
用
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

3　

体
言
―
―
名
詞
・
代
名
詞
の
種
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

4　

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

5　

用
言
⑴
―
―
動
詞
の
活
用
と
活
用
の
種
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

6　

用
言
⑵
―
―
動
詞
の
種
類
と
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

7　

用
言
⑶
―
―
形
容
詞
の
活
用
と
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

8　

用
言
⑷
―
―
形
容
動
詞
の
活
用
と
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

9　

助
動
詞
⑴
―
―
「
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
・
き
・
け
り
」
の
意
味
と
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
20

⓾　

助
動
詞
⑵
―
―
「
む
・
む
ず
・
ベ
し
・
じ
・
ま
じ
」
の
意
味
と
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

⓫　

助
動
詞
⑶
―
―
「
け
む
・
ら
む
・
ら
し
・
め
り
・
ま
し
・
な
り
」
の
意
味
と
活
用
…
…
…
…
24

⓬　

助
動
詞
⑷
―
―
「
る
・
ら
る
・
す
・
さ
す
・
し
む
」
の
意
味
と
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

⓭　

助
動
詞
⑸
―
―
「
な
り
・
た
り
・
ず
・
ま
ほ
し
・
た
し
・
ご
と
し
」
の
意
味
と
活
用
…
…
…
28

⓮　

助
詞
⑴
―
―
格
助
詞
・
接
続
助
詞
の
は
た
ら
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

⓯　

助
詞
⑵
―
―
副
助
詞
・
係
助
詞
の
は
た
ら
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

⓰　

助
詞
⑶
―
―
終
助
詞
・
間
投
助
詞
の
は
た
ら
き
・
助
詞
の
総
合
演
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

⓱　

敬
語
⑴
―
―
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

⓲　

敬
語
⑵
―
―
注
意
す
べ
き
敬
語
表
現
、
敬
語
の
総
合
演
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

⓳　

古
典
の
常
識
―
―
季
節
・
行
事
・
官
職
・
装
束
な
ど
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

⓴　

い
ろ
い
ろ
な
表
現
―
―
倒
置
・
挿
入
・
省
略
・
引
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42



〇
前
半
の
ニ
ペ
ー
ジ
の
演
習
問
題
…
…�

比
較
的
易
し
い
文
章
に
よ
る
演
習

問
題
で
す
。
基
本
的
な
問
題
が
確

実
に
解
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

適
宜
「
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
付

し
て
、
理
解
を
助
け
て
い
ま
す
。

〇
基
本
確
認
演
習
…
…
…
…
…
…
…
…�
古
語
の
意
味
・
文
法
の
知
識
・
古

典
の
常
識
な
ど
の
古
文
読
解
の
基

礎
と
な
る
知
識
を
確
認
し
ま
す
。

〇
後
半
の
ニ
ペ
ー
ジ
の
演
習
問
題
…
…�

入
試
標
準
レ
ベ
ル
の
問
題
で
、
古

文
の
読
解
力
を
完
全
な
も
の
に
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

︽
解
答
・
解
説
︾（
別
冊
）
…
…�

文
法
編
・
読
解
編
と
も
に
解
答
例
と
と
も

に
、
詳
し
い
「
解
説
」
と
「
口
語
訳
」
が

つ
い
て
い
ま
す
。

●
読
解
編
の
構
成
と
使
い
方

読
解
編

1　

随
筆
⑴
―
―
基
本
古
語
（
古
今
異
義
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

2　

随
筆
⑵
―
―
慣
用
句
・
副
詞
の
呼
応
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

3　

随
筆
⑶
―
―
選
択
問
題
の
解
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

4　

随
筆
⑷
―
―
現
代
語
訳
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
56

5　

説
話
⑴
―
―
古
典
の
常
識
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
60

6　

説
話
⑵
―
―
登
場
人
物
の
心
情
・
性
格
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64

7　

説
話
⑶
―
―
指
示
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

8　

物
語
⑴
―
―
登
場
人
物
の
把
握
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72

9　

物
語
⑵
―
―
接
続
詞
の
意
味
・
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

⓾　

物
語
⑶
―
―
敬
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

⓫　

物
語
⑷
―
―
現
代
語
訳
の
し
か
た
（
敬
語
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

⓬　

物
語
⑸
―
―
登
場
人
物
の
心
情
・
性
格
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
88

⓭　

物
語
⑹
―
―
古
歌
の
引
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
92

⓮　

日
記
・
紀
行
⑴
―
―
主
語
・
述
語
の
関
係
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
96

⓯　

日
記
・
紀
行
⑵
―
―
会
話
文
の
指
摘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
100

⓰　

日
記
・
紀
行
⑶
―
―
引
用
・
挿
人
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
104

⓱　

日
記
・
紀
行
⑷
―
―
ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
識
別
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
108

⓲　

評
論
⑴
―
―
段
落
と
要
旨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
112

⓳　

評
論
⑵
―
―
対
応
表
現
の
理
解
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
116

⓴　

評
論
⑶
―
―
空
欄
補
充
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
120

㉑　

評
論
⑷
―
―
主
題
・
要
旨
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
124

㉒　

韻
文
⑴
―
―
和
歌
・
俳
句
の
基
礎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
128

㉓　

韻
文
⑵
―
―
和
歌
・
俳
句
の
修
辞
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
132



文法編　4

文
法
編

重
要
古
語
⑴
─
古
今
異
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語

1

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

場
面
・
状
況

呼
ぶ
語
。

語
が
あ
る
。

呼
ぶ
語
。

SAM
PLE



5　重要古語⑴

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



文法編　12

文
法
編

用
言
⑴
─
動
詞
の
活
用
と
活
用
の
種
類

5

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



13　用言⑴

SAM
PLE



文法編　20

文
法
編

助
動
詞
⑴
─
「
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
・
き
・
け
り
」
の
意
味
と
活
用

9

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



21　助動詞⑴

SAM
PLE



文法編　30

文
法
編

助
詞
⑴
─
格
助
詞
・
接
続
助
詞
の
は
た
ら
き

14

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



31　助詞⑴

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



文法編　36

文
法
編

敬
語
⑴
─
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語

17

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



37　敬語⑴

SAM
PLE



文法編　40

文
法
編

古
典
の
常
識
─
季
節
・
行
事
・
官
職
・
装
束
な
ど

19

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



41　古典の常識

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３SAM
PLE



読解編　44

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

読
解
編

随
筆
⑴
─
基
本
古
語
（
古
今
異
義
語
）

1SAM
PLE



45　随筆⑴

SAM
PLE



読解編　46

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



47　随筆⑴

SAM
PLE



読解編　72

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

読
解
編

物
語
⑴
─
登
場
人
物
の
把
握

8SAM
PLE



73　物語⑴

SAM
PLE



読解編　74

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



75　物語⑴

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



読解編　96

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

読
解
編

日
記
・
紀
行
⑴
─
主
語
・
述
語
の
関
係

14SAM
PLE



97　日記・紀行⑴

SAM
PLE



読解編　98

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



99　日記・紀行⑴

SAM
PLE



読解編　112

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

読
解
編

評
論
⑴
─
段
落
と
要
旨

18SAM
PLE



113　評論⑴

SAM
PLE



読解編　114

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



115　評論⑴

基
本
確
認
演
習

【
解
法
の
ポ
イ
ン
ト
】

演
習
１

演
習
２

演
習
３

演
習
４

演
習
５

演
習
５

演
習
６

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

１２３

SAM
PLE



8

高校ゼミ
Essence

古文Ⅲ
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─ 3 ─

文
法
編

重
要
古
語
⑴

─ 

古
今
異
義
語
・
対
義
語
・
多
義
語

1

重
要
古
語
⑵

─ �

Ｐ
6
〜
7

2

同
音
異
義
語
・
混
同
し
や

す
い
語
・
慣
用
句

�

Ｐ
4
〜
5

1　
⑴　

お
し
い
・
残
念
で
あ
る　

⑵　

い
と
お
し
い　

⑶　

た
く
さ
ん
・
数
多
く

　

⑷　

奥
ゆ
か
し
い　

⑸　

物
思
い
に
ふ
け
る　

⑹　

じ
っ
と
見
つ
め
る
・
見
守
る

2　
⑴　

①　

イ　

②　

ア　

⑵　

①　

イ　

②　

ア　

⑶　

①　

イ　

②　

ア

　

⑷　

①　

ア　

②　

イ　

⑸　

①　

イ　

②　

ア

3　
⑴　

①　

エ　

②　

ア　

③　

イ　

④　

ウ　

⑵　

①　

ウ　

②　

イ　

③　

ア

　

④　

エ　

⑶　

①　

ウ　

②　

ア　

③　

イ

（
解
説
）
　

1
は
古
今
異
議
語
で
あ
る
。「
あ
さ
ま
し
・
あ
そ
ぶ
・
あ
や
し
・
い
そ
ぐ
・
さ

な
が
ら
・
す
さ
ま
じ
・
な
ま
め
か
し
・
む
つ
か
し
・
や
さ
し
・
ゆ
か
し
」
な
ど
注
意
し

よ
う
。　

2
は
対
義
語
で
あ
る
。
対
に
し
て
覚
え
よ
う
。　

3
は
多
義
語
。
そ
れ
ぞ
れ
の

文
に
よ
り
適
す
る
意
味
を
選
び
分
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
現
代
語
訳
）　 

1　
⑴　

若
く
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
は
、気
の
毒
で
あ
る
し
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。　

⑵　

翁
を
気
の
毒
だ
、
い
と
お
し
い
と
思
っ
て
い
た
気
持
ち
も
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。　

⑶　

だ
れ
を
待
つ
松
虫
が
た
く
さ
ん
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

⑷　

上
品
で
奥
ゆ
か
し
い
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。　

⑸　

二
年
ほ
ど
古
い
御
殿
で
物
思

い
に
沈
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、　

⑹　
（
牛
車
の
）下し

た
す
だ
れ簾
の
隙す
き

間ま

の
開
い
て
い
る
所
か

ら
、
こ
の
男
が
（
車
の
中
を
）
じ
っ
と
見
つ
め
る
と
、

2　

⑴　

①
忠
実
な
（
家
来
の
）
男
た
ち
を
二
十
人
ほ
ど
派
遣
し
て
、　

②　

ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
言
い
（
詠
み
）
捨
て
ら
れ
た
つ
ま
ら
な
い
と
思
う
よ
う
な
即
興
的
な
歌
で

も
、　

⑵　

①　

ほ
ん
と
う
に
頼
り
な
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
気
が
か
り
で
す
。　

②

ま
じ
め
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
方
な
の
で
、
安
心
だ
と
お
思
い
に
な
っ
て
（
姫
君
を
）
お

ま
か
せ
し
て
い
た
。　

⑶　

①
中
途
半
端
な
宮
仕
え
が
似
つ
か
わ
し
く
な
く
、（
将
来

の
）
わ
が
身
を
思
い
悩
ん
で
、　

②　

滝
口
の
武
士
な
の
で
、
弓
弦
を
た
い
そ
う
ふ
さ

わ
し
く
嗚
ら
し
て
、　

⑷　

①　

気
の
き
く
少
将
の
尼
と
、
年
輩
で
分
別
の
あ
る
女
房
、

女
童
だ
け
を
、　

②　

帝
は
今
年
三
歳
、
ま
だ
幼
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、　

⑸　

①

た
び
た
び
行
っ
た
け
れ
ど
も
、
た
い
そ
う
ぶ
あ
い
そ
う
に
扱
っ
て
、
②　

髪
は
ゆ
っ

た
り
と
と
て
も
長
く
、
感
じ
の
よ
い
人
で
あ
る
。

3　
⑴　

①　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
書
物
に
も
見
あ
た
ら
な
い
し
、（
昔
の
人
の
）
伝
え

た
教
え
に
も
な
い
。（
徒
然
草
）　

②　

都
に
（
い
る
）、
あ
の
人
の
御
も
と
に
（
や
る
）

と
い
う
わ
け
で
、
手
紙
を
書
い
て
託
し
た
。（
伊
勢
物
語
）　

③　
（
梨
の
花
を
）
中
国

で
は
こ
の
う
え
も
な
い
（
す
ば
ら
し
い
）
も
の
と
し
て
、
漢
詩
文
に
も
（
詠
み
）
作
る
。

（
枕
草
子
）　

④　
（
人
と
し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
）
望
ま
し
い
こ
と
は
、
本
格
的

な
学
問
の
道
、（
徒
然
草
）　

⑵　

①　

梳す

く
こ
と
を
い
や
が
り
な
さ
る
け
れ
ど
も
、
美

し
い
お
髪
で
す
よ
。（
源
氏
物
語
）　

②　
（
着
物
の
）
裾す

そ

を
こ
っ
け
い
な
か
っ
こ
う
に

は
し
ょ
っ
て
、道
案
内
（
を
し
よ
う
）
と
う
き
う
き
し
て
で
か
け
る
。（
奥
の
細
道
）　

③

（
蛍
が
）
ほ
の
か
に
光
っ
て
行
く
の
も
風
情
が
あ
る
。（
枕
草
子
）　

④　
（
猫
は
）
た
い

そ
う
か
わ
い
い
の
で
、
大
切
に
世
話
を
お
さ
せ
に
な
る
。（
枕
草
子
）　

⑶　

①　

し
か

る
べ
き
て
づ
る
を
見
つ
け
て
、
七
月
七
日
に
言
い
贈
る
。（
更
級
日
記
）　

②　

つ
い
で

が
あ
る
た
び
に
、
贈
り
物
も
い
つ
も
取
ら
せ
て
い
た
。（
土
佐
日
記
）　

③　

庭
の
草
木

も
趣
あ
る
様
子
で
あ
っ
て
、
簀
子
と
透
垣
と
の
配
置
も
趣
が
あ
り
、（
徒
然
草
）

1　

⑴　

①　

イ　

②　

ア　

⑵　

①　

イ　

②　

ア　

⑶　

①　

ア　

②　

イ　

⑷

　

①　

イ　

②　

ア　

⑸　

①　

振　

②　

触　

③　

古
・
旧　

④　

震　

⑹　

①　

駆

　

②　

掛
・
懸　

③　

掻　

④　

欠

2　
⑴　

お
も
し
ろ
く
な
い　

⑵　

張
り
合
い
が
な
い　

⑶　

さ
あ
ど
う
だ
か
（
知
ら
な

　

い
）　

⑷　

さ
あ　

⑸　

な
ん
と
も
い
え
な
い
り
っ
ぱ
な　

⑹　

ど
う
し
て
も
避
け
る

　

こ
と
が
で
き
な
い　

⑺　

上
品
だ　

⑻　

騒
が
し
い

3　
⑴　

言
菜
で
い
い
表
せ
な
い　

⑵　

そ
の
と
お
り
で
あ
る　

⑶　

言
う
ま
で
も
な
い

⑷　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
な
い　

⑸　

適
当
で
あ
る　

⑹　

比
べ
る

も
の
が
な
い　

⑺　

悪
く
す
る
と

（
解
説
）
　

1　
同
音
異
議
語
で
あ
る
。
⑴
〜
⑷
は
語
の
意
味
と
文
意
を
考
え
て
あ
て
は

め
る
。
⑸
⑹
は
文
意
か
ら
漢
字
を
求
め
る
。
い
ず
れ
も
古
語
辞
典
で
確
か
め
よ
う
。
2

は
混
同
し
や
す
い
古
語
、
3
は
慣
用
句
で
あ
る
。
こ
れ
も
辞
典
で
確
か
め
て
お
こ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

1　
⑴　

①
お
そ
れ
お
お
い
（
帝
の
）
お
言
葉
を
た
び
た
び
承
り
な
が
ら
、

②
（
右
大
弁
も
）
た
い
そ
う
学
問
の
あ
る
物
知
り
で
あ
っ
て
、　

⑵　

①　

悲
田
院
の

尭
連
上
人
は
…
…
並
ぶ
も
の
が
な
い
く
ら
い
す
ぐ
れ
た
武
士
で
あ
る
。　

②　

ど
う
し

て
こ
れ
は
ど
の
宝
物
を
、
簡
単
に
彫ほ

ら
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
（
い
や
、
で
き
な
い
の

だ
）。　

⑶　

①　

道
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
に
（
桜
の
）
花
が
散
っ
て
い

SAM
PLE



─ 5 ─ ─ 4 ─

用
言
⑴

─
動
詞
の
活
用
と
活
用
の
種
類

Ｐ
12
〜
13

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞

Ｐ
10
〜
11

5

4

も
趣
深
い
も
の
だ
。（
徒
然
草
）　

⑶　

物
の
情
趣
を
感
じ
る
心
の
な
い
出
家
し
た
身
で

あ
っ
て
も
、
し
み
じ
み
と
し
た
鴫
の
飛
び
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
れ
の
情
趣
は
お
の
ず
か

ら
知
れ
る
所
で
あ
っ
た
。（
新
古
今
集
）　

⑷　

ほ
め
た
て
ら
れ
て
、
感
情
が
高
ぶ
っ
て

し
ま
う
と
そ
の
ま
ま
尼
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
。（
源
氏
物
語
）

1

⑴

や
う
や
う

→
な
り
ゆ
く
・
少
し

→
あ
か
り
て　

⑵　

の
つ
と

→
出
る

⑶

た
だ

→
ひ
と
り　

⑷　

う
ら
う
ら
と

→
照
り
た
る

⑸

さ
ら
に

→
知
ら
せ
ず

2

⑴

オ　

⑵　

エ　

⑶　

ア　

⑷　

ウ　

⑸　

キ　

⑹　

イ

（
解
説
）

1
は
副
詞
と
そ
の
修
飾
す
る
語
の
指
摘
で
あ
る
。
副
詞
は
自
立
語
で
活
用
は

な
く
、
下
に
く
る
被
修
飾
語
（
主
と
し
て
用
言
）
の
意
味
を
詳
し
く
説
明
し
た
り
、
限

定
し
た
り
す
る
語
で
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
。
⑶
は
副
詞
が
名
詞
を
修
飾
す
る
例
で
あ
り
、

「
か
ね
て
の
あ
ら
ま
し
、
み
な
違
ひ
ゆ
く
か
と
思
ふ
に
」（
徒
然
草
）
の
よ
う
に
、「
の
」

を
伴
っ
て
体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
い
と
ど
な
よ
な
よ
と
、
わ
れ
か
の

気
色
に
て
、」（
源
氏
物
語
）
の
よ
う
に
副
詞
が
副
詞
を
修
飾
す
る
こ
と
も
あ
る
。
2

は
陳
述
の
副
詞
（
呼
応
の
副
詞
）
で
、
ど
の
副
詞
が
ど
う
い
う
表
現
を
下
に
要
求
す
る

か
は
、
慣
れ
て
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

1

⑴

だ
ん
だ
ん
と
白
く
な
っ
て
ゆ
く
山
際
が
少
し
赤
み
が
か
っ
て
、

⑵

早
春
の
山
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
朝
も
や
の
中
に
ほ
の
か
に
梅
の
香
が
た
だ
よ
っ

て
い
る
。
折
し
も
そ
の
朝
も
や
の
中
か
ら
ぬ
っ
と
朝
日
が
昇
っ
て
来
た
。　

⑶　

た
だ

一
人
で
、
徒
歩
で
参
詣
し
た
。　

⑷　

三
月
三
日
は
、
う
ら
ら
か
に
の
ん
び
り
と
日
の

照
っ
て
い
る
（
の
が
よ
い
）。　

⑸　

だ
れ
で
あ
る
と
は
、ま
っ
た
く
家
の
中
の
人
に
さ

え
知
ら
せ
ま
せ
ん
。
2　
⑴　

心
に
願
っ
た
こ
と
は
少
し
も
叶か

な

わ
な
い
こ
と
よ
。　

⑵

当
然
ま
ず
そ
の
心
が
け
を
学
び
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。　

⑶　

轟
の
滝
は
、
ど
ん

な
に
か
や
か
ま
し
く
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

⑷　

ま
る
で
四
条
五
条
の
橋
の
よ

う
だ
。　

⑸　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
人
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
。　

⑹　

笑
っ

た
り
軽
ん
じ
る
人
も
ま
さ
か
い
る
ま
い
。

3

⑴

さ
ら
ば
（
接
続
詞
）
→
順
接　

⑵　

さ
れ
ど
（
接
続
詞
）
→
逆
接　

⑶　

し
か
も

（
接
続
詞
）→
添
加　

⑷　

そ
も（
接
続
詞
）→
話
題
の
転
換　

⑸　

さ
り
と
て（
接
続
詞
）

→
逆
接　

⑹　

あ
は
れ
（
感
動
詞
）
→
感
動　

⑺　

し
か
し
か
（
感
動
詞
）
→
応
答

（
解
説
）
　

入
試
な
ど
で
問
題
と
な
る
の
は
接
続
詞
で
は
順
接
・
逆
接
で
あ
ろ
う
。
連
体

詞
と
感
動
詞
の
出
題
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
が
、「
あ
る
」（
動
詞
か
連
体
詞
か
）
と

「
あ
は
れ
」（
感
動
詞
か
形
容
動
詞
の
語
幹
用
法
か
）
ぐ
ら
い
に
注
意
し
よ
う
。

（
現
代
語
訳
）　
⑴　

和
歌
を
一
首
ず
つ
お
作
り
申
し
あ
げ
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
許
し

て
あ
げ
よ
う
。　

⑵　

腰
が
動
か
せ
な
い
。
け
れ
ど
も
子
安
貝
を
す
っ
と
握
り
持
っ
て

い
る
の
で
、　

⑶　

流
れ
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く
し
て
、
そ
の
う
え
、

（
そ
の
流
れ
て
い
る
水
は
）
も
と
の
水
で
は
な
い
。　

⑷　

そ
れ
に
し
て
も
参
詣
し
た

人
の
だ
れ
も
が
山
へ
登
っ
た
の
は
、（
山
の
上
に
）
ど
ん
な
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

⑸

そ
う
か
と
い
っ
て
、
作
り
あ
げ
る
の
を
待
っ
て
寝
な
い
で
い
る
よ
う
な
の
も
き
っ

と
よ
く
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、　

⑹　

そ
の
あ
た
り
一
帯
が
み
な
荒
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
あ
あ
（
ひ
ど
い
）
と
人
々
は
言
う
。　

⑺　

そ
う
そ
う
、
そ
の
よ
う
で
ご

ざ
い
ま
し
た
こ
と
で
す
。

1

A　

寄
す
る　

わ
れ　

く
だ
け　

さ
け　

散
る　

B　

き
ゆ
る　

立
ち
さ
ら　

住
み

は
つ
る

（
現
代
語
訳
）　
A　

大
海
の
磯
も
ど
う
ど
う
と
と
ど
ろ
く
ば
か
り
に
寄
せ
る
波
が
（
岩

に
当
た
っ
て
）
割
れ
て
砕
け
て
裂
け
て
（
し
ぶ
き
と
な
っ
て
）
散
る
こ
と
だ
よ
。（
金
槐

集
）　

B　

あ
だ
し
野
の
露
が
消
え
る
時
が
な
く
、
鳥
部
山
の
煙
が
立
ち
去
ら
な
い
で

（
人
が
死
ぬ
こ
と
な
く
ず
っ
と
）
生
き
続
け
る
習
わ
し
な
ら
ば
、ど
ん
な
に
か
物
の
情
趣

も
な
い
で
あ
ろ
う
。（
徒
然
草
）

2

①

未
然
形　

②　

已
然
形　

③　

命
令
形　

④　

未
然
形　

⑤　

連
体
形　

⑥

連
体
形　

⑦　

連
体
形　

⑧　

未
然
形　

⑨　

連
用
形　

⑲　

連
体
形　

⑪　

終
止
形

（
解
説
）
基
本
形
か
ら
活
用
を
考
え
よ
う
。
①
・
③　

し
る　

②　

い
ふ　

④　

お
こ
す

⑤

見
る　

⑥　

か
は
る　

⑦　

あ
ら
は
る　

⑧　

か
へ
り
み
る　

⑨　

ま
か
す　

⑩

い
ひ
ち
ら
す　

⑪　

き
こ
ゆ　
（
③
を
已
然
形
と
す
る
説
も
あ
る
。
→
20
ペ
ー
ジ
）

（
現
代
語
訳
）　
諸
道
の
逹
人
の
す
ば
ら
し
い
事
な
ど
、
頑
固
で
そ
の
道
に
通
じ
て
い
な

い
人
は
、
む
や
み
と
神
様
の
よ
う
に
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
道
を
心
得
て
い
る
人
は
、
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用
言
⑵

─ 

動
詞
の
種
類
と
用
法�

Ｐ
14
〜
15

6

そ
ん
な
話
を
聞
い
て
も
、
一
向
に
信
ず
る
気
を
起
こ
さ
な
い
。
噂
に
聞
く
の
と
実
際
に

見
る
時
と
は
、
何
事
で
も
違
う
も
の
で
あ
る
。
一
方
話
す
そ
ば
か
ら
、
そ
れ
が
嘘
だ
と

ば
れ
る
の
も
構
わ
ず
、
口
か
ら
出
ま
か
せ
に
言
い
ち
ら
す
虚
言
は
、
す
ぐ
に
根
拠
の
な

い
事
だ
と
わ
か
る
。

3　
①　

ラ
変
・
連
用
形　

②　

下
二
段
・
連
用
形　

③　

四
段
・
連
用
形　

④　

下
二

段
・
連
用
形　

⑤　

ナ
変
・
未
然
形　

⑥　

四
段
・
連
用
形　

⑦　

下
二
段
・
連
用
形

⑧　

ナ
変
・
未
然
形　

⑨　

サ
変
・
未
然
形　

⑩　

四
段
・
未
然
形　

⑪　

ナ
変
・
連

用
形

（
解
説
）
　

ナ
変
や
ラ
変
に
活
用
す
る
動
詞
は
限
ら
れ
た
も
の
し
か
な
い
。
活
用
の
し
か

た
と
と
も
に
暗
記
し
よ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

昔
、
男
と
女
が
た
い
そ
う
深
く
思
い
あ
っ
て
い
て
、
他
の
人
に
心
を
移

す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
原
因
で
、（
女
は
）
二
人
の
仲
を
お
も
し
ろ
く
な
く
思
っ

て
（
男
の
も
と
を
）
出
て
い
こ
う
と
思
っ
て
こ
の
よ
う
な
歌
を
よ
ん
で
、
も
の
に
書
き

つ
け
た
。

　

私
が
こ
う
し
て
出
て
ゆ
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
人
々
は
私
の
こ
と
を
心
の
軽
い
女
だ
と

　

い
う
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
二
人
の
間
の
事
情
を
人
々
は
知
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

　

と
よ
ん
で
お
い
て
、（
女
は
）
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

4　
⑴　

①　

死
な　

②　

せ　

⑵　

③　

去
ぬ
る　

⑶　

④　

あ
れ　

⑷　

⑤　

受
け

よ　

⑸　

⑥　

過
ぐ
れ

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

生
命
が
な
く
な
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
よ
う
か
（
ど
う
し
よ
う
も
な

い
）。（
平
家
物
語
）　

⑵　

去
る
一
日
の
日
の
夢
に
、（
源
氏
物
語
）　

⑶　

や
は
り
住

む
人
が
い
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。（
徒
然
草
）　

⑷　

会
っ
て
受
け
取
れ
。（
古
本
説

話
集
）　

⑸　
（
そ
こ
を
）
通
り
過
ぎ
る
と
、
遠
く
広
く
続
い
て
い
る
浜
に
出
た
。（
蜻

蛉
日
記
）

5　
⑴　

き　

⑵　

こ　

⑶　

こ　

⑷　

く　

⑸　

く

（
解
説
）
　

カ
変
の
活
用
の
し
か
た
を
暗
記
し
よ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

手
の
中
に
入
れ
て
家
に
持
っ
て
き
た
。　

⑵　

散
り
ゆ
く
花
は
、

再
び
め
ぐ
り
く
る
春
に
は
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。　

⑶　
「
早
く
お
い
で
」と
言
い
や

っ
た
。　

⑷　

夏
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
秋
が
来
る
の
で
は
な
い
。　

⑸　

春

が
来
る
の
で
雁
は
（
北
の
国
へ
）
帰
る
の
で
あ
る
。

1　
⑴　

イ
音
便
・
は
づ
し　

撥
音
便
・
進
み　

⑵　

ウ
音
便
・
ふ
る
ま
ひ　

⑶　

ウ
音

便
・
負
ひ　

イ
音
便
・
抱
き

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

大
長
刀
の
さ
や
を
は
ず
し
て
、
た
だ
一
人
で
橋
の
上
に
進
ん
で
い

っ
た
。　

⑵　

浄
妙
坊
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
一
条
や
二
条
の
大
路
の
よ
う
に
ふ
る
ま

っ
て
い
た
。　

⑶　

重
い
も
の
を
背
負
っ
た
り
、
抱
い
た
り
し
て
海
に
入
っ
た
の
で
皆

沈
ん
で
し
ま
っ
た
。（
用
例
は
す
べ
て
「
平
家
物
語
」）

2　
⑴　

四
段
・
自
動
詞　

⑵　

上
一
段
・
他
動
詞　

⑶　

四
段
・
他
動
詞　

⑷　

下
二

段
・
自
動
詞

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

東
の
野
に
曙
の
光
が
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
て
、
ふ
り
か
え
っ
て

見
る
と
空
の
月
は
西
に
か
た
む
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。　

⑵　

自
分
の
身
を
助

け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
恥
を
も
か
ま
わ
な
い
で
、　

⑶　

こ
の
児
は
、
き
っ
と
起
こ

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、
じ
っ
と
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、　

⑷　

夫
婦
と
な
っ
た
か
ら

に
は
、
お
互
い
の
心
を
一
つ
に
し
て
か
わ
し
合
い
、
流
れ
る
川
の
水
が
中
洲
に
せ
か
れ

て
分
か
れ
て
も
ま
た
一
つ
に
な
る
よ
う
に
、
絶
え
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
う
こ
と
だ
。

3　
⑴　

悪
人
の
ま
ね
と
い
っ
て
人
を
殺
す
な
ら
ば
、
悪
人
で
あ
る
。　

⑵　

四
日
、
嵐

が
吹
く
の
で
、
出
航
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。　

⑶　

境
の
垣
根
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

一
つ
の
家
の
よ
う
な
の
で
、　

⑷　

お
見
捨
て
申
し
あ
げ
て
帰
っ
て
い
く
空
か
ら
も
、

落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
気
持
ち
が
す
る
こ
と
で
す
よ
。

（
解
説
）
　

⑴　

順
接
の
仮
定
条
件
で
訳
す
。　

⑵　

順
接
の
確
定
条
件
で
訳
す
。　

⑶

「
こ
そ
＋
已
然
形
（
あ
れ
）、…
…
」
の
形
に
注
目
。
逆
接
で
下
へ
続
く
の
で
あ
る
。　

⑷

文
の
終
止
が
サ
変
の
連
体
形
で
あ
る
。
係
り
結
び
の
法
則
で
は
な
い
。

4　
⑴　

奉
る　

⑵　

聞
こ
え
・
給
は　

⑶　

侍
る　

⑷　

候
ひ
・
侍
ら　

⑸　

お
は
し

ま
し
・
給
へ

（
解
説
）
　

動
詞
と
し
て
本
来
の
意
味
を
持
つ
か
ど
う
か
を
考
え
る
。
⑵
の
「
聞
こ
ゆ
」

は
、
耳
に
聞
こ
え
る
の
だ
ろ
う
か
、「
給
ふ
」
は
、
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
判
断

す
る
。
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助
動
詞
⑴

─ �
Ｐ
20
〜
21

9

「
つ
・
ぬ
・
た
り
・
り
・
き
・

け
り
」
の
意
味
と
活
用

と
烟け
む

っ
て
鳥
海
山
も
隠
れ
て
い
る
。　

⑶　

上
品
な
も
の
、
…
…
梅
の
花
に
雪
が
降
り

か
か
っ
て
い
る
の
。　

⑷　

船
も
出
さ
な
い
で
ひ
ま
な
の
で
、あ
る
人
が
詠
ん
だ
（
歌
）、

⑸　

高
く
険
し
い
山
岳
か
ら
、百
尺
の
滝
の
流
れ
が
み
な
ぎ
り
落
ち
て
い
る
。　

⑹　

和

泉
の
国
ま
で
（
無
事
に
行
け
る
よ
う
に
）
と
、
心
静
か
に
願
を
立
て
る
。

2　
⑴　

十
五
夜
の
上
っ
た
ば
か
り
の
名
月
が
白
く
冴さ

え
て
、
涼
風
が
さ
あ
っ
と
吹
い

た
夜
半
に
、　

⑵　

桜
は
真
盛
り
だ
け
を
、
月
は
か
げ
り
の
な
い
と
こ
ろ
だ
け
を
見
る

も
の
だ
ろ
う
か（
そ
う
で
は
な
い
の
だ
）。　

⑶　

曇
っ
た
空
を
し
ん
み
り
と
物
思
い
に

耽ふ
け

っ
て
見
つ
め
て
暮
ら
し
た
の
は
、
た
い
そ
う
し
み
じ
み
と
心
う
た
れ
る
。　

⑷　

最

後
ま
で
大
路
を
走
り
歩
い
た
こ
と
が
な
い
。　

⑸　

人
の
心
は
正
直
で
は
な
い
の
で
、

う
そ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。　

⑹　

財
産
が
（
た
く
さ
ん
）
あ
る
と
心
配
事
が
多
く
、

貧
し
い
と
（
身
の
不
幸
を
）
う
ら
む
こ
と
が
は
な
は
だ
し
い
。　

⑺　
（
出
家
を
し
て
）

喜
怒
哀
楽
の
心
か
ら
離
れ
た
私
に
も
、
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
は
自
然
と
わ
か
る
こ
と

だ
よ
。
こ
の
鴫
の
飛
び
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
れ
の
情
趣
は
。　

⑻　

女
盛
り
に
な
れ
ば
、

顔
か
た
ち
も
こ
の
上
な
く
よ
く
な
り
、髪
も
き
っ
と
た
い
そ
う
長
く
な
る
だ
ろ
う
。　

⑼

舎
人
た
ち
ま
で
が
優
美
な
服
装
を
こ
の
う
え
な
く
こ
ら
し
て
、　

⑽　

清
盛
は
嫡
男（
家

を
継
ぐ
男
）
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
跡
を
継
ぐ
。

3　
⑴　

あ
あ
い
た
ま
し
や
、
斎
藤
別
当
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
。　

⑵　

な
み
な
み
な
ら

ぬ
願
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
風
も
吹
か
ず
、
す
ば
ら
し
い
太
陽
が
出
て
来
て
、　

⑶

立
石
寺
の
あ
る
山
全
体
が
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
鳴
く
蟬
の
声
は
澄

み
き
っ
て
、
あ
た
り
の
岩
の
中
に
し
み
入
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

1　
⑴　

連
体
形
・
完
了　

⑵　

未
然
形
・
強
意
（
確
述
）　

⑶　

ア　

終
止
形
・
完
了

イ　

終
止
形
・
強
意　

⑷　

ア　

連
体
形
・
過
去　

イ　

已
然
形
・
過
去　

⑸　

終
止

形
・
詠
嘆　

⑹　

ア　

連
用
形
・
完
了　

イ　

終
止
形
・
過
去　

⑺　

命
令
形
・
強
意

（
確
述
）

（
解
説
）
　

活
用
形
は
上
段
の
活
用
の
し
か
た
を
見
よ
う
。
⑵　
「
つ
」の
未
然
形
と
連
用

形
は
同
じ
「
て
」
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
場
合
は
下
の
語
と
の
関
係
で
判
断
す
る
。
助

動
詞
「
む
」
は
未
然
形
接
続
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
未
然
形
な
の
で
あ
る
。
⑶　

イ
は

「
ぬ
べ
し
」
の
形
で
あ
る
。
⑸　

和
歌
の
「
け
り
」
は
詠
嘆
と
と
ろ
う
。
ま
た
、詠
嘆
の

「
け
り
」
は
会
話
文
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
こ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　
「
雀
の
子
を
犬
君（
童
の
名
）が
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
の
。」　

⑵　

翁

が
申
し
あ
げ
る
こ
と
は
（
き
っ
と
）
お
聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
。　

⑶　

潮

が
満
ち
た
。
風
も
き
っ
と
吹
い
て
く
る
だ
ろ
う
。　

⑷　

礼
儀
正
し
く
言
っ
た
の
は
、

り
っ
ぱ
だ
と
思
わ
れ
た
。　

⑸　
（
遠
く
か
ら
都
を
）
見
渡
し
て
み
る
と
、（
あ
ち
こ
ち

に
）
柳
（
の
緑
）
と
桜
（
の
花
の
色
）
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
て
い
て
、都
は
錦
の
よ
う
な
（
美

し
い
）
春
の
景
色
で
あ
る
よ
。　

⑹　

乾
飯
の
上
に
涙
を
落
と
し
て
（
そ
の
涙
で
乾
飯

が
）
ふ
や
け
て
し
ま
っ
た
。　

⑺　

だ
れ
か
一
人
と
結
婚
申
し
あ
げ
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。〔「
一
人
一
人
」
は
、
い
ず
れ
か
一
人
の
意
。「
あ
ふ
」
は
結
婚
す
る
こ
と
。〕

2　
⑴　

る　

⑵　

た
れ　

⑶　

た
ら　

⑷　

ら　

⑸　

た
る　

⑹　

れ

（
解
説
）
　
「
た
り
」
と
「
り
」
の
ど
ち
ら
が
該
当
す
る
か
は
、「
た
り
」（
連
用
形
接
続
）

と
「
り
」（
四
段
の
命
令
形
・
サ
変
の
未
然
形
接
続
）
の
接
続
で
判
断
す
る
。
つ
ま
り
上

の
語
の
活
用
形
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
適
す
る
活
用
形
は
、
文
末
は
終
止
形
か
係
り
結

び
の
結
び
の
語
形
で
あ
る
。
⑵
・
⑹
は
「
こ
そ
」
が
上
に
あ
る
の
で
已
然
形
。
体
言
の

上
に
あ
る
⑴
・
⑸
は
、
体
言
に
連
な
る
形
が
来
る
。
⑶
・
⑷
は
下
の
助
動
詞
の
接
続
で

判
断
す
る
。「
ま
し
」
も
「
ず
」
も
未
然
形
接
続
で
あ
っ
た
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

道
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
な
い
の
で
、迷
い
な
が
ら
行
っ
た
。　

⑵

陰
陽
師
（
天
文
や
暦
や
占
い
に
た
ず
さ
わ
る
人
）
の
と
こ
ろ
に
い
る
少
年
は
非
常
に
よ

く
も
の
を
知
っ
て
い
る
も
の
だ
。　

⑶　

稲
荷
神
社
に
お
参
り
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ

ん
な
（
不
幸
な
身
）
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
。　

⑷　

船
頭
は
船
唄
を
歌
っ
て
何
と

も
思
っ
て
い
な
い
。　

⑸　

ふ
だ
ん
よ
り
も
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
様
子
だ
。　

⑹

散
り
や
す
い
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
桜
の
花
は
一
年
の
う
ち
に
た
ま
に

し
か
現
れ
な
い
方
を
も
（
こ
の
と
お
り
き
れ
い
に
咲
い
て
、ち
ゃ
ん
と
）
待
っ
て
い
る
の

で
す
よ
。

3　
⑴　

A　

過
去
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
已
然
形
（「
こ
そ
」
の
結
び
）。　

B　

形
容

詞
「
お
も
し
ろ
し
」
の
已
然
形
活
用
語
尾
。　

⑵　

A　

下
二
段
活
用
の
動
詞
「
求
む
」

の
連
体
形
活
用
語
尾
の
一
部
。　

B　

存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
連
体
形
。　

⑶　

A

形
容
動
詞
「
ほ
の
か
な
り
」
の
連
用
形
活
用
語
尾
。　

B　

完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の

連
用
形
。　

C　

副
詞「
つ
ひ
に
」の
一
部
。　

⑷　

A　

サ
変
動
詞
の
連
用
形
。　

B
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「
む
・
む
ず
・
ベ
し
・
じ
・

ま
じ
」
の
意
味
と
活
用

過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
。　

⑸　

A　

詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
終
止
形

の
一
部
。　

B　

完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
終
止
形
。

（
解
説
）
　

語
の
識
別
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
上
の
語
は
何
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
下

の
語
と
の
接
続
や
連
な
り
方
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
⑴
B
・
⑵
A
・
⑶
A
な
ど
を
助

動
詞
だ
と
思
う
よ
う
で
は
失
格
。
助
動
詞
は
上
下
の
続
き
具
合
で
ま
ず
ど
の
助
動
詞
か

を
判
断
し
、
文
の
内
容
か
ら
そ
の
意
味
も
確
認
し
な
い
と
い
け
な
い
。

（
現
代
語
訳
）　 
⑴　

A　

あ
そ
こ
に
女
性
が
い
た
。　

B　

神
楽
は
優
雅
な
も
の
で
あ

り
、
興
趣
ぶ
か
い
も
の
で
あ
る
。　

⑵　

A　

は
な
や
か
で
美
し
い
も
の
を
求
め
て
は

な
ら
ぬ
。　

B　

四
十
年
余
の
年
月
を
お
く
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
、　

⑶　

A
（
蛍
が
）

た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
か
す
か
に
光
っ
て
行
く
の
も
趣
ふ
か
い
。　

B　

そ
の
人
は
、
姿

も
お
見
え
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。　

C　

勢
い
の
盛
ん
な
も
の
も
結
局
は
滅

ん
で
し
ま
う
。　

⑷　

A　

一
日
中
あ
れ
こ
れ
し
な
が
ら
騒
い
で
い
る
う
ち
に
、
夜
も

ふ
け
て
し
ま
っ
た
。〔「
日
し
き
り
に
」
は
「
ひ
ね
も
す
に
」
と
同
じ
意
味
。〕　

B　

簾

を
お
ろ
し
て
家
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
て
春
の
移
り
変
わ
り
も
知
ら
な
い
で
い
る
う
ち
に
、

（
見
に
行
こ
う
と
咲
く
の
を
）
待
っ
て
い
た
桜
も
散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
よ
。　

⑸

A　

私
の
家
の
池
の
（
ほ
と
り
の
）
藤
の
花
は
咲
い
た
こ
と
だ
よ
。　

B　

顔
は
（
泣

い
た
ら
し
く
）
た
い
そ
う
赤
く
こ
す
っ
（
た
顔
を
し
）
て
立
っ
て
い
る
。

1　
⑴　

推
量　

⑵　

適
当　

⑶　

ア　

婉
曲　

イ　

婉
曲　

⑷　

推
量　

⑸　

意
志

⑹　

適
当　

⑺　

当
然　

⑻　

可
能

（
解
説
）
　

同
じ
助
動
詞
の
意
味
を
識
別
す
る
と
き
は
、
そ
の
助
動
詞
の
意
味
を
暗
記
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
ま
ず
上
記
ポ
イ
ン
ト
に
書
い
た
特
徴
を
思
い
浮
か
べ
る
。
次

い
で
、
文
の
内
容
を
考
え
て
ふ
さ
わ
し
い
意
味
を
と
る
の
で
る
。
⑵
は
適
当
と
当
然
、

⑶
イ
は
仮
定
と
婉
曲
、
⑹
は
適
当
と
可
能
、
⑺
は
当
然
と
義
務
と
迷
う
だ
ろ
う
が
、
ど

ち
ら
が
よ
り
よ
い
か
、
現
代
語
訳
を
通
し
て
つ
か
む
の
で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

実
用
的
な
も
の
は
き
っ
と
よ
く
な
い
で
し
ょ
う
。　

⑵　

ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
お
急
ぎ
に
な
る
の
で
す
か
。
桜
を
見
て
お
帰
り
に
な
る
の
が
よ
ろ
し
う

ご
ざ
い
ま
す
。　

⑶　

か
わ
い
い
と
思
う
（
よ
う
な
）
子
を
法
師
に
し
て
い
る
（
よ
う

な
）
人
は
痛
ま
し
い
こ
と
だ
。〔
イ
を
仮
定
に
と
れ
ば
「
法
師
に
し
た
と
し
た
ら
」
の
訳

と
な
る
〕　

⑷　

世
の
中
が
治
ま
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
勅
撰
集
を
選
べ
と
い
う
仰
せ
が

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。　

⑸　

そ
れ
で
は
、
鷹
を
飼
わ
な
い
で
、
ど
う
な
さ
る
お
つ
も
り

で
す
か
。　

⑹　

東
国
の
方
に
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
所
を
求
め
に
と
思
っ
て
で
か
け
て

行
っ
た
。　

⑺　

子
ど
も
と
お
な
り
に
な
る
は
ず
の
人
な
の
だ
ろ
う
。　

⑻　

自
分
の

子
ど
も
が
、
影
を
踏
む
こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
が
、
残
念
な
こ
と
だ
。

2　
⑴　

人
目
を
避
け
て
ぜ
ひ
御
参
内
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。　

⑵　

あ
の
元
の
国
か
ら（
私

を
）
迎
え
に
人
々
が
や
っ
て
来
る
で
し
ょ
う
。　

⑶　

我
こ
そ
は
と
思
う
（
よ
う
な
）

人
は
高
綱
に
組
め
よ
。　

⑷　
（
私
は
）
命
を
限
り
に
戦
お
う
か
ら
（
戦
う
つ
も
り
だ
か

ら
）、
生
き
て
再
び
帰
る
こ
と
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。　

⑸　

帝
の
お
使
い
を
、
ど
う
し

て
疎
略
に
扱
え
ま
し
ょ
う
か
。　

⑹　

羽
が
な
い
の
で
空
を
飛
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。

⑺　

舟
に
乗
る
予
定
の
所
へ
移
る
。　

⑻　

人
か
ら
贈
ら
れ
た
歌
の
返
歌
は
早
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
う
ま
く
詠
む
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
間
も
じ
れ
っ
た
い
も
の

だ
。

（
解
説
）
　

⑴
は
勧
誘
、
⑵
は
推
量
、
⑶
は
婉
曲
、
⑷
は
意
志
、
⑸
も
意
志
、
⑹
は
可
能
、

⑺
は
予
定
、
⑻
は
当
然
、
義
務
と
と
っ
て
も
よ
い
。

3　
⑴　

ウ　

⑵　

イ　

⑶　

ア　

⑷　

エ

（
解
説
）
　

同
じ
助
動
詞
の
意
味
の
違
い
は
、
文
の
内
容
を
よ
く
考
え
て
選
択
す
る
こ
と

で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

西
国
の
遊
女
は
こ
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
＝
う
ま
く
歌
え
な
い
だ

ろ
う
。　

⑵　

京
に
は
い
る
ま
い
、東
国
の
方
に
住
む
に
ふ
さ
わ
し
い
国
を
探
し
に（
行

こ
う
）
と
思
っ
て
出
か
け
て
行
っ
た
。　

⑶　

も
の
う
ら
や
み
は
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
だ
と
か
（
い
う
こ
と
で
あ
る
）。　

⑷　

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、た
だ
（
か

ぐ
や
姫
を
）
仰
ぎ
見
て
泣
い
て
い
る
。

4　
ア
〜
エ
と
も
現
代
語
訳
参
照
。

（
解
説
）
　

ア
で
は
「
じ
」（
打
消
意
志
）、
イ
で
は
「
な
」（
強
意
の
「
ぬ
」
の
未
然
形
）

と
「
ん
ず
」（
意
志
）、
ウ
の
「
か
は
」（
反
語
）、
エ
で
は
「
死
に
給
ふ
べ
き
」（
当
然
）

と
反
語
の
「
や
」、「
あ
る
べ
き
」（
当
然
）
の
意
味
と
訳
し
方
に
注
意
す
る
。

（
現
代
語
訳
）　 
か
ぐ
や
姫
が
答
え
て
い
う
こ
と
に
、「
決
し
て
、
そ
の
よ
う
な
宮
仕
え
は

い
た
し
ま
す
ま
い
、と
思
う
の
に
、無
理
に
（
宮
仕
え
を
）
お
さ
せ
に
な
る
な
ら
ば
（
私
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た
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2　
⑴　

⑴　

た
ら　

⑵　

た
る　

⑶　

に　

⑷　

な
れ　

②
は
現
代
語
訳
参
照
。

（
解
説
）
　

①
の
活
用
形
は
下
の
語
と
の
関
係
で
つ
か
も
う
。
⑴
の
下
の
「
ん
（
む
）」
は

未
然
形
接
続
だ
か
ら
、
上
は
「
た
ら
」
と
な
る
。
⑵
の
下
は
体
言
、
体
言
に
連
な
る
形

が
答
え
で
あ
る
。
⑶
の
下
の
「
か
」
は
い
ろ
い
ろ
な
語
に
つ
く
の
で
少
し
む
ず
か
し
い

が
、「
か
」
が
な
い
（
疑
問
文
で
は
な
い
）
も
の
と
し
て
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
⑷
は
「
ど

も
」
に
続
い
て
い
る
か
ら
已
然
形
で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 
⑴　

帝
に
逆
ら
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
臣
下
の
と
る
べ
き
礼
で
あ
ろ
う

か
（
臣
下
た
る
者
の
と
る
べ
き
礼
で
は
な
い
の
だ
）。　

⑵　

清
盛
は
大
宰
の
大
弐
で

あ
る
上
に
、
大
国
を
何
国
も
賜
わ
っ
て
い
て
、　

⑶　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
ど
う

し
た
わ
け
の
平ひ

ら
た
け茸

で
ご
ざ
い
ま
す
か
。　

⑷　

こ
の
俊
寛
も
僧
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
気

性
も
激
し
く
傲
慢
な
人
で
あ
っ
て
、

3　
①　

⑴　

ま
ほ
し
き　

⑵　

た
か
ら　

⑶　

ま
ほ
し
く　

⑷　

た
き　

⑸　

ご
と
き

②
は
現
代
語
訳
参
照
。

（
解
説
）
　
（　

）
に
使
う
助
動
詞
の
判
断
は
、「
ま
ほ
し
」
が
未
然
形
接
続
、「
た
し
」
が

連
用
形
接
続
、「
ご
と
し
」
が
連
体
形
か
助
詞
「
の
」「
が
」
に
接
続
す
る
こ
と
で
つ
か

む
。
活
用
形
は
2
と
同
じ
に
下
の
語
と
の
関
係
で
知
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

木
こ
り
も
（
美
し
い
）
花
の
陰
で
は
や
は
り
休
み
た
い
の
だ
ろ
う

か
、　

⑵　

難
所
に
落
ち
て
死
に
た
く
は
な
い
。　

⑶　

京
に
上
っ
て
宮
仕
え
も
い
た

し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、　

⑷　

家
に
（
植
え
て
）
あ
り
た
い
木
は
、
松
と
桜
（
で
あ

る
）。　

⑸　

和
歌
や
管
弦
（
に
関
す
る
書
物
）
や
「
往
生
要
集
」
の
よ
う
な
も
の
の
抄

本
を
入
れ
た
。

●
ポ
イ
ン
ト
3
の
例
歌
の
現
代
語
訳

　

山
が
高
い
の
で
（
手
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
）
見
い
見
い
し
な
が
ら
帰
っ
て

来
た
そ
の
桜
の
花
を
、
風
は
（
揺
ら
し
た
り
散
ら
し
た
り
）
思
う
ま
ま
に
し
て
い
る
よ

う
だ
。

1　

⑴　

ウ　

⑵　

イ　

⑶　

ア　

⑷　

エ　

⑸　

オ　

⑹　

キ　

⑺　

サ　

⑻　

カ

⑼　

ケ

（
解
説
）

�

文
の
意
味
を
正
し
く
と
っ
て
知
る
の
で
あ
る
。
迷
い
そ
う
な
も
の
は
⑼
の「
よ

り
」
で
あ
る
。
動
作
の
起
点
と
も
と
れ
る
が
、
語
群
に
「
即
時
の
反
応
」
が
あ
る
。
文

意
を
考
え
、
ど
ち
ら
が
よ
り
的
確
か
を
判
断
す
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

鮒
を
は
じ
め
と
し
て
、
川
の
魚
も
海
の
魚
も
、（
土
佐
日
記
）　

⑵

十
二
月
二
日
に
、
京
へ
入
る
。（
更
級
日
記
）　

⑶　

世
の
中
に
は
理
解
で
き
な
い
事
が

多
く
あ
る
も
の
で
あ
る
。（
徒
然
草
）　

⑷　

た
い
そ
う
美
し
い
様
子
の
僧
で
、
黄
色
の

袈
裟
を
着
た
僧
が
（
夢
の
中
に
現
れ
て
）
来
て
、（
更
級
日
記
）　

⑸　

秋
風
に
堪
え
き

れ
な
い
で
散
っ
て
し
ま
う
（
そ
し
て
風
ま
か
せ
で
ど
こ
へ
飛
ん
で
行
く
の
か
ゆ
く
え
が

わ
か
ら
な
い
）
紅
葉
の
よ
う
に
、
身
の
行
く
末
が
定
ま
ら
な
い
私
も
悲
し
い
こ
と
で
あ

る
。（
古
今
集
）　

⑹　

歩
い
て
参
詣
す
る
の
で
道
は
遠
い
。（
梁
塵
秘
抄
）　

⑺　

い

つ
も
よ
り
も
物
思
い
を
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。（
竹
取
物
語
）　

⑻　

大
津
か
ら
浦
戸

を
め
ざ
し
て
（
船
を
）
漕
ぎ
出
す
。（
土
佐
日
記
）　

⑼　

名
前
を
聞
く
や
い
な
や
、
す

ぐ
に
（
そ
の
人
の
）
顔
か
た
ち
は
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、（
徒
然
草
）

2　

⑴　

A　

⑵　

A　

⑶　

B　

⑷　

D　

⑸　

A　

⑹　

B　

⑺　

C　

⑻　

B

⑼　

D

（
解
説
）
　

⑴
〜
⑷
は
ポ
イ
ン
ト
2
の
◎
印
を
頭
に
入
れ
て
判
断
し
よ
う
。
⑴
は
時
を
表

し
、
⑵
は
比
較
の
基
準
を
表
す
「
に
」
で
あ
る
。
⑸
〜
⑺
は
、「
し
」
に
「
ス
ル
」
の
意

味
（「
ス
ル
」
と
い
う
動
詞
の
は
た
ら
き
）
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、サ
変
動
詞
「
す
」
の
連

用
形
＋
接
続
助
詞
「
て
」
で
あ
り
、
体
言
・
連
体
形
に
つ
い
て
い
れ
ば
格
助
詞
、
連
用

形
に
接
続
し
て
い
れ
ば
接
続
助
詞
で
あ
る
。
⑻
・
⑼
は
、
上
下
を
つ
な
ぐ
も
の
で
あ
れ

ば
接
続
助
詞
、「
て
＋
助
動
詞
」
の
「
て
」
は
完
了
・
強
意
の
助
動
詞
「
つ
」
の
未
然
形
・

連
用
形
と
考
え
よ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

桂
川
を
、
月
の
明
る
い
時
に
渡
る
。（
土
佐
日
記
）　

⑵　

深
い
志

は
こ
の
海
（
の
深
さ
）
に
も
劣
ら
な
い
だ
ろ
う
。（
土
佐
日
記
）　

⑶　

十
月
の
下
旬
で

あ
る
の
に
、
紅
葉
は
（
ま
だ
）
散
ら
な
い
で
盛
り
で
あ
る
。（
更
級
日
記
）　

⑷　

あ
の

あ
た
り
は
、
た
い
そ
う
な
ん
と
な
く
騒
々
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
源
氏
物
語
）　

⑸

さ
き
ほ
ど
の
随
身
に
命
じ
て
（
返
歌
を
）
お
や
り
に
な
る
。（
源
氏
物
語
）　

⑹　

ど
の

事
も
す
べ
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
な
く
て
、わ
が
身
は
老
い
て
し
ま
う
。（
徒
然
草
）　

⑺

失
敗
を
す
る
な
。
気
を
つ
け
て
降
り
ろ
よ
。（
徒
然
草
）　

⑻　

さ
ら
に
先
へ
行
っ
て
駿

河
の
国
に
着
い
た
。（
伊
勢
物
語
）　

⑼　

こ
の
男
は
の
ぞ
き
見
て
し
ま
っ
た
。（
伊
勢
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助
詞
⑶

─ �

Ｐ
34
〜
35

助
詞
⑵
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副
助
詞
・
係
助
詞
の
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ら
き�

Ｐ
32
〜
33

16

15

終
助
詞
・
間
投
助
詞
の
は
た
ら
き
、

助
詞
の
総
合
演
習

物
語
）

3　
⑴　

月
は
有
明
け
の
月
で
あ
っ
て
、
光
は
薄
ら
い
で
い
る
も
の
の
月
の
形
は
は
っ
き

り
と
見
え
て
、（
源
氏
物
語
）　

⑵　

十
月
（
の
時し
ぐ
れ雨

が
）
や
む
間
も
お
か
ず
に
も
し
も

降
っ
た
な
ら
ば
、
ど
こ
の
里
の
宿
を
借
り
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。（
万
葉
集
）　

⑶　

吉

野
の
山
が
曇
っ
て
雪
が
降
る
と
（
い
つ
も
）、麓
の
里
で
は
し
き
り
に
時
雨
が
降
る
こ
と

で
あ
る
よ
。（
新
古
今
集
）

（
解
説
）
　

⑴
は
逆
接
の
接
続
助
詞
「
も
の
か
ら
」
の
訳
し
方
で
あ
る
。
⑵
・
⑶
は
「
未

然
形
＋
バ
」（
仮
定
条
件
）
と
「
已
然
形
＋
バ
」（
確
定
条
件
）
の
訳
し
方
で
あ
る
。
確

定
条
件
に
は
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。
①
「
ノ
デ
・
カ
ラ
」
と
訳
し
て
、
原
因
・
理
由
を

示
す
も
の
、
②
「
ト
・
ト
コ
ロ
」
と
訳
す
偶
然
の
条
件
を
示
す
も
の
、
③
「
卜
、
イ
ツ

モ
・
ト
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
訳
す
恒
常
的
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
⑶
は
③
で
あ
る
。
な

お
、
⑵
の
「
せ
ば
…
…
ま
し
」
は
反
実
仮
想
の
文
型
だ
が
、
こ
こ
は
未
来
に
関
す
る
仮

定
と
な
っ
て
い
る
。

1　
⑴　

だ
に　

⑵　

さ
へ　

⑶　

す
ら

2　
⑴　

カ　

⑵　

ア　

⑶　

オ　

⑷　

エ　

⑸　

イ　

⑹　

ウ

（
解
説
）
　

1
の
三
つ
の
助
詞
は
す
べ
て
体
言
・
活
用
語
の
連
体
形
・
助
詞
に
つ
く
の
で
、

接
続
で
は
区
別
で
き
な
い
。
三
つ
の
助
詞
の
示
す
意
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
、
文
意
を

考
え
て
判
断
す
る
し
か
な
い
。
2
も
同
様
に
各
助
詞
の
示
す
意
味
を
は
っ
き
り
知
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
⑸
・
⑹
が
む
す
か
し
い
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
会
話

文
に
つ
く
「
な
ど
」
は
引
用
で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

1　
⑴　

散
っ
て
し
ま
う
と
し
て
も
せ
め
て
香
り
だ
け
で
も
（
枝
に
）

残
し
て
お
い
て
く
れ
。
梅
の
花
よ
、（
お
前
が
）
恋
し
く
な
っ
た
時
の
思
い
出
に
し
よ
う

か
ら
。　

⑵　

春
雨
に
（
濡
れ
て
）
色
艶
美
し
い
色
も
見
飽
き
し
な
い
そ
の
上
に
、
香

り
ま
で
心
が
引
か
れ
る
山
吹
の
花
で
あ
る
な
あ
。　

⑶　

夢
だ
け
に
見
て
さ
え
も
こ
ん

な
に
恋
し
く
思
う
私
は
、
現
実
に
（
あ
の
人
と
）
会
っ
た
な
ら
ば
ま
し
て
や
ど
ん
な
で

あ
ろ
う
か
。　

2　
⑴　

水
を
さ
え
喉の

ど

に
も
お
入
れ
に
な
ら
な
い
。（
平
家
物
語
）　

⑵

た
だ
波
の
白
い
色
だ
け
を
見
る
。（
土
佐
日
記
）　

⑶　

髪
は
、
背
丈
よ
り
三
尺
ぐ
ら
い

長
く
て
、（
落
窪
物
語
）　

⑷　

夜
が
ふ
け
る
ま
で
酒
を
飲
み
話
を
し
て
、（
伊
勢
物
語
）

⑸　

気
心
の
知
れ
た
女
房
や
乳
母
を
（
見
舞
い
の
使
者
と
し
て
）
折
々
に
お
や
り
に
な

っ
て
、（
源
氏
物
語
）　

⑹　
「
よ
ろ
し
く
（
帝
に
）
申
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
、（
中
宮
に

も
）
申
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
い
っ
て
、（
枕
草
子
）

3　
A　

ぞ

￨
け
る
（
連
体
形
）
B　

な
む

￨
け
る
（
連
体
形
）　

C　

や

￨

ら
む
（
連
体
形
）��　

D��　

か

￨　
ら
ん
（
連
体
形
）��　

E��　

こ
そ

￨

い
み
じ
け
れ
（
已
然
形
）　

F　

な
む

￨
省
略
さ
れ
て
い
る
「
な
る
」　

G　

ぞ

￨

省
略
さ
れ
て
い
る
「
聞
く
」
ま
た
は
「
言
ふ
」

（
解
説
）
　

係
助
詞
「
ぞ
・
な
む
・
や
・
か
・
こ
そ
」
が
要
求
す
る
文
末
の
結
び
方
を
き

ち
ん
と
知
ろ
う
。
入
試
で
も
係
り
結
び
の
結
び
の
語
形
を
問
う
問
題
は
し
ば
し
ば
出
題

さ
れ
て
い
る
。
F
・
G
の
結
び
の
省
略
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
現
代
語
訳
）　 

A　

両
手
を
合
わ
せ
て
す
く
っ
て
水
も
飲
む
の
で
あ
っ
た
。（
徒
然
草
）

B　

形
は
（
塩
田
で
塩
を
採
る
た
め
に
砂
を
積
み
あ
げ
た
）
塩
尻
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
伊
勢
物
語
）　

C　
（
も
う
）
夜
の
明
け
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
更
級
日

記
）　

D　

仏
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。（
徒
然
草
）　

E　

こ
の

世
は
無
常
な
の
が
す
ば
ら
し
い
の
だ
。（
徒
然
草
）　

F
「
こ
れ
が
都
鳥
だ
よ
」
と
い

う
の
を
聞
い
て
、（
伊
勢
物
語
）　

G　

帝
と
お
気
持
ち
を
お
合
わ
せ
に
な
っ
た
の
だ
と

（
聞
き
ま
し
た
）。（
大
鏡
）

4　
⑴　

境
の
垣
根
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
邸や

し
きの
よ
う
だ
か
ら
、（
先
方
か
ら
）
望
ん
で

預
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
土
佐
日
記
）　

⑵　

だ
い
た
い
月
や
花
を
、
そ
ん
な
に
目

で
ば
か
り
見
る
も
の
だ
ろ
う
か（
目
で
ば
か
り
見
る
も
の
で
は
な
い
）。（
徒
然
草
）　

⑶

烏
な
ど
が
見
つ
け
る
と
大
変
で
す
。（
源
氏
物
語
）

（
解
説
）
　

⑴
は
「
こ
そ

―
已
然
形
」
で
文
が
終
止
せ
ず
、
下
へ
続
い
て
い
く
場
合
の

訳
し
方
で
あ
る
。
逆
接
で
続
く
。
⑵
は
反
語
「
か
は
」
の
訳
し
方
で
あ
る
。
⑶
は
係
助

詞
の
連
語
「
も
こ
そ
」
の
訳
し
方
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
よ
う
。

1　
⑴　
（
禁
止
）・
残
っ
て
い
る
雪
に
ま
じ
っ
て
咲
い
て
い
る
梅
の
花
よ
、
早
く
散
っ
て

は
い
け
な
い
、
た
と
え
雪
は
消
え
る
と
し
て
も
。　

⑵　
（
自
己
の
希
望
）・
五
月
が
来
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17

注
意
す
べ
き
敬
語
表
現
、

敬
語
の
総
合
演
習

　
　

枕
詞
。

1　

⑴　

1　

B　

2　

A　

⑵　

3　

A　

4　

C　

⑶　

5　

B　

6　

A　

⑷

7　

B　

8　

C

（
解
説
）
　

難
解
な
敬
語
は
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
を
よ
く
読
め
ば
す
ぐ
に
判
断
で
き
よ
う
。

⑵
の
「
候
ふ
」、
⑶
の
「
給
ひ
」、
⑷
の
「
侍
り
」
は
補
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
も
知
ろ
う
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

昔
、田
邑
の
帝
と
申
し
あ
げ
る
帝
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。　

⑵　

ほ

ん
と
う
に
そ
の
よ
う
に
お
思
い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。　

⑶　

お
心

が
引
か
れ
て
、
丁
重
に
（
入
内
な
さ
る
よ
う
に
）
お
話
し
申
し
あ
げ
な
さ
っ
た
。　

⑷

さ
き
ご
ろ
、
雲
林
院
の
菩
提
講
に
参
詣
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

2　
補
助
動
詞　

⑴　

給
ふ　

⑵　

聞
こ
え
・
給
ひ　

⑶　

給
ヘ
・
侍
る　

⑷　

な
し　

⑸

ま
ゐ
ら
せ
・
候
ふ

（
解
説
）
　

補
助
動
詞
は
「
6
用
言
⑵
」
で
学
習
し
た
が
、
形
は
動
詞
で
あ
っ
て
も
、

動
詞
本
来
の
意
味
を
失
い
、
助
動
詞
と
同
じ
よ
う
に
他
の
自
立
語
に
つ
い
て
付
属
的
な

意
味
（
敬
語
の
場
合
は
、
尊
敬
・
謙
譲
・
丁
寧
）
を
添
え
る
語
で
あ
る
。
⑴
「
お
ほ
や

け
」
は
朝
廷
の
意
で
も
あ
る
が
、そ
こ
に
い
る
中
心
人
物
の
帝
を
も
い
う
。「
奉
る
」
は

謙
譲
語
、「
給
ふ
」
は
尊
敬
語
。
⑵
「
聞
こ
え
」
は
謙
譲
語
、「
さ
せ
」
は
尊
敬
の
助
動

詞
「
さ
す
」
の
連
用
形
、「
給
ひ
」
は
尊
敬
語
。

￨
線
部
の
主
語
は
帝
で
あ
る
。
⑶
「
思

う
給
へ
あ
つ
か
ひ
」
は
、
連
語
「
思
ひ
あ
つ
か
ふ
」
の
間
に
下
二
段
活
用
の
謙
譲
の
補

助
動
詞
「
給
ふ
」
が
入
っ
た
形
で
あ
る
。「
思
う
」
は
「
思
ひ
」
の
ウ
音
便
。「
思
ひ
あ

つ
か
ふ
」
は
、
心
を
つ
く
し
て
世
話
を
す
る
の
意
。「
ほ
ど
に
」
は
原
因
・
理
由
を
表
す

接
続
助
詞
。
⑷
「
賜
は
ら
」
は
「
受
く
」「
も
ら
ふ
」
の
謙
譲
語
で
あ
る
。
⑸
の
「
ま
ゐ

ら
す
」
は
謙
譲
語
、「
候
ふ
」
は
丁
寧
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
敬
語
を
正
し
く
つ
か
ん
で

訳
し
た
い
。

（
現
代
語
訳
）　 

⑴　

帝
に
お
手
紙
を
さ
し
あ
げ
な
さ
る
。　

⑵　

こ
の
お
方
の
御
意
見

を
だ
け
は
、
や
は
り
、
め
ん
ど
う
で
、
つ
ら
い
と
お
思
い
申
し
あ
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。　

⑶　

こ
の
五
、六
日
、（
私
は
）
こ
こ
に
お
り
ま
す
が
、
病
人
の
こ
と
を
心
配
し

て
看
病
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
隣
の
こ
と
は
、
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。　

⑷　

私

は
中
宮
様
が
お
生
ま
れ
な
さ
っ
た
時
か
ら
、
た
い
そ
う
お
仕
え
申
し
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
ま
だ
お
さ
が
り
の
お
召
物
一
枚
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。　

⑸　

極
楽
浄
土

と
い
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
所
へ
お
連
れ
申
し
上
げ
ま
す
ぞ
。

1　
1
（
①
オ　

②
コ　

③
ク
）　

2
（
①
エ　

②
ケ　

③
ク
）　

3
（
①
ウ　

②
ケ　

③

ク
）　

4
（
①
オ　

②
ケ　

③
ク
）　

5
（
①
カ　

②
ケ　

③
ク
）　

6
（
①
キ　

②

ケ　

③
ク
）　

7　
（
①
ア　

②
ケ　

③
ク
）　

8
（
①
カ　

②
コ　

③
ク
）

（
解
説
）
　

敬
意
の
主
体
（
敬
意
を
表
し
て
い
る
者
）
は
、
地
の
文
で
は
作
者
、
会
話
文

で
は
話
し
手
と
覚
え
よ
う
。
ま
た
、
敬
意
の
対
象
（
敬
意
を
受
け
て
い
る
者
）
は
、
尊

敬
語
の
場
合
は
動
作
の
主
体
（
動
作
を
す
る
者
）。
謙
譲
語
の
場
合
は
動
作
の
受
け
手
。

丁
寧
語
の
場
合
は
話
の
相
手
（
聞
き
手
）
で
あ
る
。

　

2
「
召
し
」
は
「
呼
ぶ
」
の
尊
敬
語
だ
が
、
動
詞
の
連
用
形
か
ら
転
じ
た
名
詞
と
と

っ
て
い
る
。
動
詞
と
す
れ
ば
2
①
は
「
ア
」
と
な
る
。
3
「
侍
り
」
は
「
あ
り
」
の
丁

寧
語
。
4
「
お
は
し
ま
す
」
は
「
デ
ア
ル
」
の
「
ア
ル
」
の
尊
敬
語
、
袖
助
動
詞
で
あ

る
こ
と
に
注
意
。
7
の
「
お
は
し
ま
し
」
は
「
来
る
」
の
尊
敬
語
で
あ
る
か
ら
動
詞
で

あ
る
。
5
の
「
給
へ
」
は
下
を
見
よ
う
。
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
已
然
形
「
ね
」
で

あ
る
。
と
す
る
と
接
続
か
ら
、
上
の
「
給
へ
」
は
未
然
形
。
下
二
段
活
用
の
「
給
ふ
」

で
あ
る
。

（
現
代
語
訳
）　 

（
源
氏
は
聖
の
庵
室
に
）
お
上
り
に
な
っ
て
、（
自
分
が
）
だ
れ
で
あ
る

と
も
お
知
ら
せ
に
な
ら
ず
、
た
い
そ
う
ひ
ど
く
粗
末
な
身
な
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
け

れ
ど
も
、（
身
分
の
あ
る
お
方
だ
と
）
は
っ
き
り
わ
か
る
御
様
子
な
の
で
、

（
聖
は
）「
あ
あ
、
恐
れ
多
い
こ
と
よ
。
先
日
（
私
に
）
お
呼
び
が
あ
り
ま
し
た
お
方

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
か
。（
私
は
）今
は
現
世
の
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
加
持
祈
禱
の
方
法
も
、
う
ち
捨
て
て
忘
れ
て
お
り
ま
す
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
に
お
い
で
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
、
目
を
丸
く
し
て
あ
わ
て
て
、
ほ
ほ
え
み

な
が
ら
（
源
氏
に
）
お
会
い
に
な
る
。

2　
⑴　

同
じ
十
三
日
に
、
お
船
に
お
乗
り
に
な
る
。　

⑵　

お
手
紙
は
、
た
び
た
び
さ

し
あ
げ
な
さ
る
。　

⑶　

お
酒
を
お
飲
み
に
な
り
、管
弦
の
お
遊
び
な
ど
な
さ
る
。　

⑷

内な
い
な
い々

に
（
私
の
）
考
え
て
お
り
ま
す
趣
を
（
帝
に
）
申
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。　

⑸　

夜
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─ 17 ─ ─ 16 ─

い
ろ
い
ろ
な
表
現

─ �

Ｐ
42
〜
43

古
典
の
常
識

─ 

季
節
・
行
事
・
官
職
・
装
束
な
ど�

Ｐ
40
〜
41

20

19

倒
置
・
挿
入
・

省
略
・
引
用

も
ふ
け
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

（
解
説
）
　

⑴
の
「
た
て
ま
つ
る
」
は
「
乗
る
」
の
尊
敬
語
。
⑵
「
た
て
ま
つ
れ
」
は
下

二
段
活
用
の
「
た
て
ま
つ
る
」
の
連
用
形
で
「
与
ふ
・
贈
る
」
の
謙
譲
語
で
あ
る
。
⑶

の
「
ま
ゐ
る
」
は
「
飲
む
」
の
尊
敬
語
。
⑷
の
「
給
ふ
る
」
は
下
二
段
活
用
の
連
体
形
、

謙
譲
の
補
助
動
詞
で
あ
る
。「
奏
す
」は
天
皇
に
対
し
て
だ
け
用
い
ら
れ
る
絶
対
敬
語
で

あ
る
。
⑸
「
侍
り
」
は
丁
寧
の
補
助
動
詞
で
あ
る
。

1　
問
₁　
⑴　

春
霞
・（
見
す
て
て
）
行
く
雁　

⑵　

五
月
・（
山
）
郭
公　

⑶　

秋
萩
・

鹿
（
鳴
く
）　

⑷　

千
鳥　

問
₂　
①
さ
つ
き　

②　

ア　

A
む
つ
き　

B
一
月　

イ

A
き
さ
ら
ぎ　

B
二
月　

ウ　

A
う
づ
き　

B
四
月　

エ　

A
な
が
つ
き　

B
九
月

オ　

A
し
わ
す　

B
十
二
月

2　
⑴　

①　

か
ん
だ
ち
め　

②　

て
ん
じ
ょ
う
び
と　

⑵　

③　

の
う
し
・
な
お
し

④　

さ
し
ぬ
き　

⑤　

す
ず
し　

⑶　

⑥　

ぞ
う
し　

⑷　

⑦　

や
り
み
ず　

⑸　

⑧

き
ち
ょ
う　

⑹　

⑨　

う
し
と
ら　

⑺　

⑩　

う

（
解
説
）
　

1
　
問
₁　
⑴
「
見
す
て
て
行
く
雁
」
と
は
帰
る
雁
で
あ
る
。
他
は
ポ
イ
ン

ト
1
の
1
を
見
て
確
認
し
よ
う
。　

問
₂　
①
「
五
月
」
は
「
皐
月
」
と
も
書
く
。
暦

月
と
季
節
は
折
々
に
入
試
に
も
問
わ
れ
る
。
し
っ
か
り
と
覚
え
る
必
要
が
あ
る
。　

2

①
は
「
か
ん
だ
ち
べ
」
と
も
読
む
が
、
一
般
的
に
は
「
か
ん
だ
ち
め
」
で
あ
る
。
②
は

「
で
ん
じ
ょ
う
び
と
」
と
濁
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
含
め
て
、
⑥
・
⑦
・
⑨
な
ど

は
入
試
で
も
読
ま
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
2
と
あ
わ
せ
て
知
っ
て
お
こ

う
。

（
現
代
語
訳
）　 

1
　
⑴　

春
に
な
っ
て
霞
が
立
ち
こ
め
る
の
に
、（
そ
の
よ
い
季
節
を
）

見
す
て
て
（
北
の
国
へ
帰
っ
て
）
行
く
雁
は
、
花
の
（
咲
か
）
な
い
里
に
住
み
慣
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。　

⑵　

五
月
を
待
つ
（
て
鳴
く
山
に
い
る
）
郭ほ

と
と
ぎ
す公よ

。
羽
を
振
っ

て
去
年
の
古
い
声
で
（
も
よ
い
か
ら
）
す
ぐ
に
も
鳴
い
て
ほ
し
い
よ
。　

⑶　

秋
萩
の

花
が
咲
い
た
な
あ
。（
あ
の
歌
枕
と
し
て
、ま
た
景
色
の
よ
さ
で
知
ら
れ
る
）
高
砂
の
尾

上
の
鹿
は
、（
秋
萩
が
咲
い
た
の
を
喜
ん
で
）今
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。�

⑷

夜
の
千
鳥
の
声
が
近
く
な
っ
て
き
て
い
る
嗚な

る
み海
潟
よ
。（
西
に
）沈
み
か
け
た
月（
の
光
）

の
中
に
潮
が
満
ち
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。　

2　
⑴　

上
逹
部
や
殿
上
人
に
対
面

す
る
人
は
、　

⑵　

直
衣
・
指
貫
・
練
っ
て
な
い
絹
の
単ひ

と
えな

ど
を
着
て
い
る
者
も
、　

⑶

こ
の
お
邸
の
中
に
お
部
屋
を
作
っ
て
、　

⑷　
（
庭
に
流
れ
る
）
遣
水
の
音
も
の
ど
や
か

で
あ
る
。　

⑸　

三
尺
の
御
几
帳
の
う
し
ろ
に
控
え
て
い
る
と
、　

⑹　

清
涼
殿
の
北

東
の
隅
の
、　

⑺　

二
十
一
日
、
朝
の
六
時
ぐ
ら
い
に
船
を
出
す
。

1　
⑴　

う
ら
う
ら
に
照
る
春
日
に
雲ひ

ば
り雀

あ
が
り
ひ
と
り
し
思
へ
ば
心
悲
し
も　

⑵　

更

級
や
を
ば
す
て
山
に
照
る
月
を
見
て
わ
が
心
慰
め
か
ね
つ

2　
⑴　
（
し
は
ぶ
き
病
に
や
侍
ら
ん
）　

⑵　
（
京
よ
り
下
り
し
時
に
、
み
な
子
供
な
か

り
き
）

3　
⑴　

エ　

⑵　

イ　

⑶　

a　

エ　

b　

ア　

⑷　

オ　

会
話
文
は
⑵
の
「
宿
は
」、

⑶
の
「
今
日
始
む
べ
き
祈
り
ど
も
、
さ
る
べ
き
人
々
承
れ
る
。
こ
よ
ひ
よ
り
」

（
解
説
）
　

1　
ふ
つ
う
の
文
に
改
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
末
は
終
止
形
、
係
り
結
び

が
あ
れ
ば
そ
の
結
び
の
語
形
、
命
令
形
、
詠
嘆
・
感
動
・
禁
止
・
願
望
な
ど
の
終
助
詞

や
間
投
助
詞
、
和
歌
な
ら
体
言
（
体
言
止
め
）
な
ど
で
文
は
終
止
す
る
。
そ
れ
を
考
え

よ
う
。　

2　
主
文
脈
か
ら
は
ず
れ
て
、
話
し
手
の
補
足
的
説
明
や
感
想
が
加
わ
っ
た

部
分
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
部
分
を
除
い
て
も
、
文
脈
上
支
障
が
な
く
、
主
文

の
文
意
が
よ
く
通
る
部
分
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
形
式
上
は
、
文
末
で
は
な
い
「
や
・

か
」、「
む
・
け
む
」、「
に
や
・
に
か
」
が
あ
る
部
分
に
注
意
し
て
い
く
と
よ
い
。　

3

⑴　
「
一
歩
よ
り
」
の
被
修
飾
語
「
始
ま
る
」
の
省
略
。　

⑵　
「
宿
は
」
の
述
語
（
述

部
）「
い
づ
こ
に
あ
る
」
の
省
略
。　

⑶　

a
「
こ
よ
ひ
よ
り
」
の
被
修
飾
語
「
始
む
」

の
省
略
。
b
だ
れ
が
「
わ
り
な
く
思
ほ
し
」
た
の
か
、
そ
の
主
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

⑷　
「
多
く
な
む
」
の
結
び
で
あ
る
補
助
語
「
あ
る
・
侍
る
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
会
話
文
は
、
引
用
の
「
と
」
や
「
と
て
」「
な
ど
」
に
注
意
し
て
つ
か
む
。

（
現
代
語
訳
）　 
1　
⑴　

う
ら
ら
か
に
照
っ
て
い
る
春
の
日
の
光
の
中
に
雲
雀
が
舞
い

あ
が
り
（
さ
え
ず
る
）、
な
ん
と
な
く
悲
し
い
こ
と
よ
。
一
人
で
物
思
い
を
し
て
い
る

と
。（
万
葉
集
）　

⑵　

私
の
心
を
慰
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。（
私
が
伯
母
を
捨

て
て
来
た
）
更
級
の
姨お

ば
す
て
や
ま

捨
山
に
照
る
月
を
見
て
い
る
と
。（
大
和
物
語
）　

2　
⑴　

こ
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PLE



─ 19 ─ ─ 18 ─

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文

読
解
編

随
筆
⑴

─ 

基
本
古
語
（
古
今
異
義
語
）�

Ｐ
44
〜
47

1

で
は
な
く
、
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─ 19 ─ ─ 18 ─

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文

解
説

現
代
語
訳
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─ 21 ─ ─ 20 ─

随
筆
⑵

─ 

慣
用
句
・
副
詞
の
呼
応�

Ｐ
48
〜
51

２

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文

解
説

現
代
語
訳
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─ 35 ─ ─ 34 ─

物
語
⑴

─ 

登
場
人
物
の
把
握�

Ｐ
72
〜
75

８

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

演
習
３

演
習
４

演
習
２

演
習
１

演
習
５

演
習
６

基
本
確
認
演
習

書
き
下
し
文
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─ 37 ─ ─ 36 ─

解
説

現
代
語
訳

解
説

現
代
語
訳

演
習
３

演
習
４

演
習
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